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は
じ
め
に 

本
書
は
、
約
十
年
前
か
ら
続
け
て
い
る
古
文
書
講
座
の
教
材
と
し
て
使
用
し
た
古
文
書
原
文
と
、

そ
の
解
読
文
、
解
説
を
一
タ
イ
ト
ル
づ
つ
ま
と
め
て
小
冊
子
に
し
た
も
の
で
す
。 

 

教
材
の
内
容
は
主
と
し
て
江
戸
時
代
で
す
が
、
一
部
、
戦
国
時
代
お
よ
び
明
治
初
期
の
事
柄
も
含

み
ま
す
。 

原
文
は
図
書
館
、
公
文
書
館
、
博
物
館
、
史
料
館
、
大
学
図
書
館
な
ど
か
ら
入
手
し
た
も
の
で
あ

り
、
原
文
掲
載
個
所
に
そ
の
入
手
先
、
出
典
を
記
載
し
て
い
ま
す
。 

ペ
ー
ジ
数
を
節
約
す
る
た
め
に
原
文
の
編
集
を
行
い
、「
Ａ
４
横
」、
あ
る
い
は
「
Ａ
４
縦
」
に
収

ま
る
よ
う
に
調
整
し
て
い
ま
す
。 
こ
の
た
め
文
字
が
大
き
す
ぎ
た
り
、
小
さ
す
ぎ
た
り
す
る
事
が

あ
り
ま
す
。 

 

解
読
に
は
慎
重
を
期
し
ま
し
た
が
、
第
三
者
に
よ
る
校
閲
な
ど
を
経
て
い
ま
せ
ん
。 

誤
字
・
脱

字
、
あ
る
い
は
解
読
間
違
い
な
ど
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
ご
容
赦
下
さ
い
。 

 

ご
指
摘
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
巻
末
の
著
者
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
お
知
ら
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。 

 

も
と
も
と
は
講
義
録
と
し
て
作
成
し
た
も
の
で
す
が
、
電
子
書
籍
の
形
に
編
集
し
直
し
て
、
公
開

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
古
文
書
を
学
ぼ
う
と
す
る
方
々
、
更
に
多
く
の
古
文
書
を

読
ん
で
見
た
い
と
い
う
方
々
、
古
文
書
講
座
の
教
材
を
探
し
て
い
る
方
々
の
た
め
に
、
少
し
で
も
参

考
に
な
れ
ば
望
外
の
喜
び
で
す
。 

 

著
者 

 
 

一
杉 

勝
。 

  
 

 
 

解
読
文
の
凡
例 

 

一
、
解
読
文
は
、
原
文
を
そ
の
ま
ま
活
字
に
置
き
換
え
た
も
の
で
、
漢
文
の
読
み
下
し
文
に
あ
る
返

り
点
（
レ
）
や
、
一
、
二
点
な
ど
は
省
略
し
て
い
る
。 

二
、
漢
字
は
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
を
用
い
て
い
る
が
、
原
文
の
く
ず
し
字
が
旧
字
を
く
づ
し
た
も

の
で
あ
る
こ
と
を
理
解
す
る
た
め
に
、
解
読
文
に
も
適
宜
旧
字
を
使
用
し
て
い
る
。 

三
、
変
体
仮
名
は
原
則
と
し
て
ひ
ら
が
な
に
直
し
た
。 

「
ゑ
」「
ゐ
」
も
原
則
「
え
」「
い
」
と
し

た
が
、
一
部
、
原
文
の
雰
囲
気
を
伝
え
る
た
め
に
「
ゑ
」「
ゐ
」
と
す
る
事
も
あ
る
。 

四
、
助
詞
の
「
者
」
「
而
」
は
そ
れ
ぞ
れ
「
は
、
て
」
と
表
記
し
た
が
、
目
的
格
助
詞
の
「
江
」
に

つ
い
て
は
現
代
語
の
よ
う
に
「
へ
」
と
表
記
し
た
。 

 
 

ま
た
、「
茂
」、「
与
」
に
つ
い
て
は
「
も
、
と
」
と
表
記
し
て
い
る
。 

四
、「
ゟ
」、「
〆
」
な
ど
は
そ
の
ま
ま
表
記
し
て
い
る
。 

五
、
原
文
に
句
読
点
が
な
い
（
こ
と
が
多
い
）
が
、
解
読
文
は
読
み
や
す
く
、
意
味
を
と
れ
る
よ
う

に
、
多
め
に
句
読
点
を
い
れ
て
い
る
。 
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第
一
部 

蓮
池
御
金
蔵
破
り 

 

史
料
１
Ａ 

蓮
池
御
金
蔵
盗
賊
一
件 

 

天
保
雑
記 

国
立
公
文
書
館 

蔵 
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解
読
文 

 
 

史
料
１
Ａ 

 

蓮
池
御
金
蔵
盗
賊
一
件 

 

天
保
六
年
（
一
八
三
五
） 

 

一 

未
三
月
廿
六
日
夕
方
よ
り
余
程
大
雨
也
、
此
夜
蓮
池
御
金
蔵
に
て
、
二
番 

御
蔵
壁
切
崩
、
盗
賊
忍
入
、
御
金
紛
失
の
由 

 
 

 
 

 

竪
九
寸
、
横
壱
尺
三
寸
八
分 

右
御
蔵
壁
土
落
し
、
竪
横
の
竹
を
切
候
手
際
、
何
れ
只
者
入
候 

仕
業
な
ら
ず
、
餘
程
見
事
に
切
抜
候
由
、
則
御
金
壱
朱
金
に
て
弐
百 

五
十
両
盗
取
、
夫
よ
り
御
塀
を
越
、
外
へ
出
候
様
子
に
相
見
、
御
塀
の
内 

杭
木
よ
り
細
引
綱
に
下
り
候
歟
の
様
に
見
へ
候
由
、
何
者
の
所
為

せ

い

と
も 

不
相
知
、
其
夜
の
當
番
、
夫
々
御
不
審
相
掛
り
、
種
々
御
糺
も
有 

之
由
、
且
又
一
朱
金
通
用
も
容
易
に
不
相
成
次
第
に
て
相
過
候
所
、
四 

月
四
日
、
蓮
池
御
金
蔵
外
南
御
櫓
邉
の
御
堀
に
浮
死
相
見
候
に
付
、 

其
筋
に
て
引
上
げ
相
改
候
処
、
年
齢
三
十
七
、
八
と
相
見
候
男
、
髪
型
職 

人
等
に
も
可
有
之
哉
、
紺
の
半
沓
・
足
袋
は
き
、
盗
取
候
御
金
に
や
、 

下
帯
に
百
五
十
両
巻
込
、
百
両
は
手
拭
に
包
致
所
持
、
御
堀
よ
り
下
り 

候
節
、
細
引
綱
相
見
、
襷
に
か
け
、
尻
を
か
ら
げ
候
儘
致
水
死 

罷
在
候
由
、
然
る
所
、
右
の
者
出
所
更
に
相
知
れ
ず
、
依
て
町
奉
行 

所
よ
り
御
府
内
町
々
へ
、
人
相
書
を
以
御
尋
の
由
、
右
は
三
月
廿
六
日 

暇
出
候
歟
、
旅
立
候
歟
、
出
奔
致
候
者
歟
、
何
れ
に
も
心
當
の
上
は
早
々 

訴
出
候
様
に
と
の
御
觸
の
由
、
右
御
金
紛
失
の
翌
日
よ
り
、
死
骸
出 

候
迠
は
、
世
上
一
朱
金
通
用
の
儀
に
付
て
は
、
両
替
屋
共
其
外
、
御
吟 

味
有
之
候
故
、
疑
敷
者
被
召
捕
候
人
別
及
千
百
八
人
の
由
、
夫
々 

よ
り
金
子
御
取
上
げ
相
成
候
一
朱
金
、
及
四
千
三
百
両
と
也
、
扨
又 

切
破
候
御
蔵
に
入
有
之
候
御
金
、
外
の
御
蔵
へ
詰
替
に
相
成 

候
由
、
其
数
三
千
七
百
五
十
七
箱
と
承
る
、
五
月
に
至
候
て
も
、
盗 

賊
の
出
所
未
相
知
に
付
、
今
以
死
骸
塩
積
（
漬
）
に
て
有
之
由 
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史
料
１
Ｂ 

蓮
池
金
蔵
破
り 

天
保
雑
記 

 

国
立
国
会
図
書
館 

蔵 
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史
料
１
Ｂ 

蓮
池
金
蔵
破
り 

 
 

 

天
保
六
未 

 
四
月
四
日
、
内
櫻
田
御
門
當
番
石
川
日
向
守
持
場
、
坂
下
御
門
外
御
堀
へ
浮
有
之
候 

町
人
躰
男
死
骸
見
分
書 

 
 

 
 

 
 

 
 

覚 

一
内
櫻
田
御
門
當
番
石
川
日
向
守
持
場
坂
下
御
門
外
下
馬
札
西
の
方
御
堀 

内
に
浮
有
之
候
男
死
骸
、
為
揚
、
呉
服
橋
御
門
外
へ
引
出
、
見
分
仕
候
處
、
町
人 

躰
に
て
、
年
頃
三
十
七
八
に
相
見
へ
、
身
の
内
疵
無
之
、
衣
類
木
綿
紺
竪
嶋 

袷
着
、
長
さ
六
尺
程
の
帯
縄
手
助
に
掛
、
手
拭
帯
に
仕
、
懐
中
に
木
綿 

下
帯
に
包
金
子
五
包
、
手
拭
に
包
金
子
五
包
、
長
さ
二
丈
程
の
細
引
結 

付
胴
に
巻
、
紙
に
寺
西
蔵
太
辻
番
次
郎
、
一
朱
金
弐
十
五
両
、
和
田
好
右
衛
門 

裏
に
三
月
廿
五
日
と
認
、
封
附
有
之
候
得
共
、
水
染
に
て
紙
少
々
切
有 

之
候
、
見
出
候
腰
掛
番
人
石
原
卯
之
助
へ
様
子
相
尋
候
、
別
紙
の
口 

書
差
出
申
候
、
物
頭
雨
宮
水
右
衛
門
に
も
承
り
候
所
、
外
腰
掛
番
人
申 

口
の
通
り
に
御
座
候
、
此
外
相
替
候
義
無
御
座
候
、
以
上 

御
小
人
目
付 

四
月
四
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

長
瀬
平
四
郎 

狩
野
孫
三
郎 

右
の
男
死
骸
、
并
一
朱
金
に
て
廿
五
両
、
拾
包
共
追
て
御
差
圖
有
之
候
迠
念
入
番
人 

附
置
可
申
旨
、
石
川
日
向
守
家
来
名
川
沢
右
衛
門
へ
申
渡
す
、 

書
面
の
通
御
堀
内
に
浮
有
之
候
死
骸
為
揚
、
見
分
為
致
候
所
、
町
人
の
躰 

の
男
死
骸
并
金
子
共
町
奉
行
へ
相
渡
候
様
被
仰
渡
候
哉
奉
存
候 

 
 

 
 

 
 

 

四
月
四
日 

 
 

 
 

 
 

 

御
目
付 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

佐
橋
市
左
衛
門 

伺
の
通
則
及
差
圖
候 

 

一
天
保
六
未
四
月
四
日
朝
、
内
櫻
田
御
門
番
中
持
場
内
堀
内
に
浮
死
人
骸 

体
の
者
相
見
へ
候
旨
申
出
、
見
分
の
上
、
左
の
御
届
書
御
徒
目
付
當
番 

所
へ
差
出
す 

坂
下
御
門
外
二
字
札
西
の
方
、
御
堀
内
に
浮
死
人
骸
体
の
者
相
見 

に
付
、
念
入
番
人
附
置
申
候
、
此
段
御
届
申
上
候
、
以
上 

四
月
四
日 

 
 

 
 

 

内
櫻
田
門
當
番 

石
川
日
向
守
内 

名
川
沢
右
衛
門 

御
當
番 御

徒
目
付
中
様 

 

・
上
槇
町 
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江戸城 蓮池近辺 拡大図 
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一 

御
金
蔵
盗
賊
一
件
封
廻
状 

蓮
池
御
金
蔵
同
心 

星
野
丈
右
衛
門 

五
十
一 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

黒
川
龜
五
郎 

 

三
十
二 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

粕
屋
佐
十
郎 

 

三
十
二 

 

 

山
下
勝
兵
衛 

城
戸 

養
助 

  
 

右
於
筒
井
伊
賀
守
役
宅
、
村
瀬
平
四
郎
立
合
、
伊
賀
守
申
渡
之 

三
月
廿
七
日 

右
は
三
月
廿
六
日
夜
、
蓮
池
御
金
蔵
後
の
方
切
ぬ
き
、
盗
賊
忍
入
、
壱 

朱
金
七
百
両
入
御
箱
の
内
よ
り
弐
百
五
十
両
盗
取
申
候
付
、
當
番
の
同 

心
御
吟
味
に
相
成
候
事 

但
前
石
川
様
御
届
の
後
、
死
人
は
右
の
盗
賊
と
相
見
へ
、
二
百
五
十 

両
付
居
候
由 

 
  

 

 
 
 
 

 

 

日
勤
共
病
氣
其
外 

御
人
少
に
付
、
居
残 

當
番
に
付
不
罷
出 

壱
通
尋
の
上 

召
連
人
へ
預
遣 

現在の蓮池矢倉近辺 
・
上
槇
町 
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江
戸
城
金
蔵
破
り 

第
二
部 

史
料
２
Ａ 

奥
御
金
蔵
破
り 

 

安
政
雑
記 

第
五
冊 

国
立
国
会
図
書
館 

蔵 
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第
二
部 

解
読
文 

 
史
料
２
Ａ 

奥
御
金
蔵
破
り 

 
 

 

〇
安
政
四
巳
年
五
月
廿
六
日
、
上
槙
町
清
兵
衛
店
藤
十
郎
被 

 

召
捕
候
始
末
書
左
の
通 

 
 

 
 

 
 

 

上
槙
町
清
兵
衛
店 

 
 

 
 

 
 

 
 

田
安
殿
小
人
使
の
者
よ
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

小
人
目
付
元
相
勤
罷
在
候 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

当
時
浪
人 藤

岡
藤
十
郎 

 巳
三
十
九
才 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

同
人
妻 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

な
み 

 
 

巳
十
九
才 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

養
子 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

戸
三
郎 

 

巳
十
四
歳 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

な
み
母 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

り
よ 

 
 

巳
五
十
七
歳 

 

右
藤
十
郎
義
、
兼
て
知
る
人
に
て
、
御
天
守
番
被
相
勤
候
方
に
下 

 

男
致
居
候
処
、
富
蔵
と
申
も
の
と
申
合
、
去
々
卯
正
月
中 

 

北
拮
橋
土
塀
を
乗
越
、
御
城
内
へ
忍
入
、
御
奥
御 

 

金
蔵
外
の
口
〆
り
錠
前
合
鍵
の
形
を
写
立
帰
、
木
に
て 

 

右
合
鍵
を
拵
、
尚
亦
忍
入
、
外
口
〆
を
明
け
、
中
口
〆
り 

 

錠
前
合
鍵
の
形
を
取
、
外
御
締
錠
前
の
羽
根
を
苧 

 

に
て
巻
、
空
錠
に
い
た
し
、
如
元
〆
り
い
た
し
立
帰
、
前
同
様 

 

木
に
て
中
口
〆
り
合
鍵
を
拵
、
同
様
忍
入
、
猶
亦
御
奥
口
〆 

 

錠
前
も
前
同
様
相
（
合
）
鍵
拵
、
都
合
五
度
程
忍
入
、
三
月
十 

三
日
夜
、
小
判
弐
千
両
箱
壱
ッ
盗
取
、
富
蔵
壱
人
に
て
持 

出
し
、
土
塀
を
乗
越
、
藤
十
郎
は
外
に
相
待
居
、
富
蔵
は
御 

金
蔵
の
御
〆
り
錠
前
覆
掛
り
を
失
念
致
、
帰
り
候
て
、
猶 

 

・
上
槇
町 
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又
壱
人
忍
入
、
又
候
弐
千
両
箱
壱
ッ
盗
取
、
是
は
藤
十
郎 

へ
隠
し
、
土
中
へ
埋
置
、
最
初
盗
取
候
弐
千
両
を
、
富
蔵 

義
千
百
両
、
藤
十
郎
へ
九
百
両
配
分
い
た
し
、
跡
に
て 

盗
取
弐
千
両
は
、
富
蔵
壱
人
に
て
取
候
由
、
然
る
所
、
今 

般
富
蔵
義
、
加
賀
國
に
て
御
召
捕
に
相
成
、
藤
十
郎
義
は
、
當 

月
廿
六
日
、
両
定
廻
り
打
込
に
て
、
同
人
宅
へ
踏
込
被
召
捕
、
且 

前
書
合
鍵
、
木
に
て
拵
候
義
は
、
御
場
所
柄
物
静
に
て
、
聊
の 

音
響
き
候
間
、
木
に
て
相
鍵
を
や
す
り
に
て
擦
り
合
、
口
〆
り 

を
や
す
り
に
て
擦
り
合
、
口
〆
り
を
明
け
候
由
、
中
の
錠
前
、
や 

す
り
に
て
す
り
合
候
義
も
同
様
、
音
響
き
無
之
様
い
た
し 

右
前
書
の
始
末
御
座
候 

 
 

 
 

丑
五
月 

 

   

野
州
犬
塚
村
無
宿 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

名
主
新
右
衛
門
倅 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

入
墨 

 
 

 

富
蔵 

 

巳
三
十
弐 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

上
槙
町 

 
 

 

生
国
都
賀
郡
藤
岡
村 

 
 

 

清
兵
衛
店 

 
 

 

百
姓
三
郎
右
衛
門
倅 

 
 

 
 

藤
十
郎 

巳
三
十
九 

 

右
の
も
の
共
の
内
、
富
蔵
義
は
、
先
達
て
盗
い
た
し
、
依
科 

入
墨
敲
に
相
成
候
身
分
に
て
、
右
入
墨
を
消
し
紛
、
其
上
武 

家
方
へ
中
間
勤
中
、
御
城
内
へ
立
入
候
義
有
之
、 

 

奥
御
金
蔵
有
之
御
場
所
は
、
北
拮
橋
に
当
り
候
趣
、
及
承 

候
間
、
右
御
土
蔵
の
御
金
可
盗
取
の
旨
申
出
し
、
藤
十
郎
同
意 

い
た
し
、
両
人
申
合
、
去
々
卯
年
二
月
四
日
以
来
、
都
合
六
度 

矢
来
御
門
柵
・
矢
来
を
乗
越
、
御
石
垣
を
傳
ひ
越
、
御
門
二 

ヶ
所
柵
・
矢
来
を
乗
越
、
御
土
蔵
御
錠
前
を
紙
へ
写
取
参
、 

藤
十
郎
義
合
鍵
を
拵
ひ
、
右
を
以
御
〆
り
を
明
け
、
終
に 

 

同
三
月
六
日
夜
、
両
人
御
土
蔵
へ
忍
入
、
小
判
弐
千
両
弐
箱
盗 

取
、
其
餘
弐
千
両
入
弐
箱
の
内
、
銀
子
入
壱
箱
は
盗
出
し
候 

 

・
上
槇
町 
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14 

 

侭
に
て
捨
置
、
元
の
場
所
よ
り
持
出
し
、
藤
十
郎
は
下
に
立
、
富
蔵 

は
細
引
を
以
御
金
箱
を
釣
下
げ
、
矢
来
御
門
を
乗
越
逃 

去
り
、
右
金
の
内
、
千
弐
百
六
拾
五
両
は
富
蔵
受
取
、
酒 

喰
遊
興
雑
用
等
に
遣
ひ
捨
、
叉
は
所
持
い
た
し
、
弐
千
七 

百
三
拾
五
両
は
藤
十
郎
義
配
分
受
、
右
金
子
の
内 

所
々
へ
貸
遣
し
、
或
は
呉
遣
、
叉
は
山
方
立
木
買
入 

代
金
其
外
諸
拂
、
酒
喰
雑
用
等
に
遣
捨
、
所
持
致
、 

殊
に
藤
十
郎
義
は
、
追
て
御
材
木
御
用
下
納
人
に
相 

成
候
積
を
以
、
右
山
方
買
入
候
に
付
、
引
合
候
者
共
信
用 

の
為
に
候
迚
、
其
筋
の
者
へ
品
能
申
談
じ
、
御
用
提 

灯
等
借
受
、
宅
入
口
へ
餝
置
候
段 

公
儀
を
不
恐
仕
方
、
両
人
共
重
々
不
届
至
極
に
付
、
引 

廻
し
の
上
、
於
浅
草
磔
行
ふ
も
の
也 

 
 

 

巳
五
月
十
三
日 

右
は
内
藤
紀
伊
守
殿
依
御
差
圖
、
池
田
播
磨
守
殿
於
御
役
所
、
御
目
付 

津
田
半
三
郎
殿
御
立
合
被
仰
渡
之 

 一
前
書
籐
十
郎
義
は
七
、
八
年
已
前
、
其
頃
御
代
嶋
田
帯
刀
手
代 

池
田
三
七
郎
へ
便
り
同
人
方
に
て
三
ヶ
月
計
召
遣
、
同
様
相
勤
罷
在
候
、 

其
後
牛
込
富
士
馬
場
御
小
納
戸
新
見
八
郎
左
衛
門
方
に
て
中
間
奉
公 

 

相
勤
罷
在
候
、
内
職
と
し
て
毎
夜
お
で
ん
・
か
ん
酒
等
賣
歩
行 

 

同
家
暇
に
相
成
、
其
後
寅
年
四
月
中
、
牛
込
岩
戸
町
二
丁
め
登
三 

 

郎
店
へ
引
越
、
同
人
店
同
八
月
中
迄
罷
在
、
其
後
神
田
佐
久
間 

 

町
里
左
衛
門
店
へ
引
越
、
同
所
よ
り
牛
込
御
門
内
井
上
元
七
郎
方
へ 

 

引
越
、
其
後
去
々
卯
年
十
一
月
中
、
上
槙
町
當
時
住
宅
へ
引 

越
申
候 

一 

富
蔵
義
は
、
八
、
九
年
已
前
、
戸
川
播
磨
守
へ
召
捕
に
相
成
、
其
後 

 
 

入
墨
御
仕
置
請
申
候
、
其
後
牛
込
五
軒
町
勇
蔵
寄
子
に
て
、
御 

 
 

先
手
頭
遠
山
遠
江
守
中
間
致
し
、
其
後
六
ヶ
年
前
子
年
、
御
天 

・
上
槇
町 



 

 

15 

 



 

 

16 

 

守
番
の
頭
、
近
藤
義
八
郎
中
間
罷
在
、
其
後
寅
年
三
月
の
中 

 
 

牛
込
拂
方
町
に
住
宅
い
た
し
、
同
年
九
月
頃
、
同
所
榎
町
二
八
組 

 
 

と
申
御
先
手
組
屋
敷
木
戸
番
人
致
居
、
其
頃
、
當
時
妻
を
貰 

 
 

請
、
翌
卯
年
三
月
十
五
日
頃
、
世
帯
相
仕
廻
、
妻
國
元
越
中
国
海 

 
 

老
口
村
へ
罷
越
申
候 

一 

両
人
懇
意
に
相
成
候
最
初
は
、
籐
十
郎
お
で
ん
・
か
ん
酒
賣
歩
行
、 

 
 

牛
込
御
門
外
邉
に
夜
更
迄
罷
在
、
富
蔵
義
は
近
藤
義
八
郎
中
間 

 
 

相
勤
罷
在
、
尤
近
藤
家
侍
は
籐
十
郎
懇
意
の
者
に
て
、
右
縁
に 

 
 

て
度
々
近
藤
家
へ
籐
十
郎
罷
越
、
其
後
よ
り
富
蔵
懇
意
に
相
成 

候
趣
御
場
所
へ
忍
入
候
手
續
は
富
蔵
よ
り
初
發
い
た
し
候
由
、
卯
年 

 
 

三
月
六
日
夜
両
人
に
て
北
桔
橋
よ
り
石
垣
を
登
り
申
候
、
尤
藤
十
郎 

 
 

義
は
石
垣
際
に
罷
在
候
、
御
城
内
へ
は
参
り
不
申
、
同
夜
八
ッ
半 

時
に
石
垣
上
よ
り
二
千
両
一
箱
づ
ゝ
綱
に
て
下
げ
申
候
由
、
籐
十
郎
義
右 

箱
請
取
、
清
水
御
門
稲
荷
社
内
に
相
待
居
候
所
、
程
立
、
富
蔵
参
、 

其
節
申
候
に
は
、
北
拮
橋
へ
相
廻
り
候
所
、
殊
の
外
足
場
宜
候
由 

 
 

相
咄
申
候
、
右
二
箱
は
富
蔵
着
し
居
り
候
襦
袢
に
包
、
肩
に
か
つ
ぎ 

 
 

藤
十
郎
義
は
ぶ
ら
提
灯
を
持
、
暁
七
ッ
半
時
頃
、
田
安
御
門
を
出 

 
 

申
候
、
翌
七
日
朝
牛
込
御
門
外
三
河
屋
金
兵
衛
方
に
て
瓶
壱
ッ
相
求
、 

 
 

前
書
箱
を
こ
わ
し
、
小
判
右
瓶
へ
入
、
藤
十
郎
床
下
へ
隠
し 

 
 

置
、
富
蔵
よ
り
最
初
三
百
両
相
渡
、
其
後
弐
百
両
相
渡
し
又
候
六
百 

 
 

両
相
渡
し
申
候
由
、
籐
十
郎
申
立
候
、
加
州
金
沢
に
て
富
蔵
申 

 
 

立
候
に
は
、
四
千
両
全
く
富
蔵
義
は
二
千
両
隠
し
置
、
藤
十
郎 

 
 

へ
は
不
申
聞
候
趣
相
聞
申
候 

 
 

右
両
人
申
口
前
書
通
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

上
槙
町 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

清
兵
衛
地
借 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

藤
岡
藤
十
郎 

 
 

右
の
者
、
野
州
都
賀
郡
藤
岡
出
生
に
て
、
五
、
六
ヶ
年
以
前
、
牛 

 
 

込
辺
裏
店
借
受
、
夜
商
お
で
ん
・
か
ん
酒
商
い
た
し
罷
在
候 

 
 

所
、
四
ヶ
年
已
前
、
田
安
殿
小
人
明
株
譲
受
、
小
十
人
相
成
、 

 
 

其
後
小
人
目
付
被
申
付
相
勤
罷
在
候
所
、
去
辰
年
、
養 

 

・
上
槇
町 
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子
致
暇
相
願
、
夫
よ
り
作
事
方
御
用
立
の
趣
申
触
、
上
槙 

町
居
宅
玄
関
へ
御
用
高
張
差
置
、
宅
内
に
鎗
・
長
刀
掛 

置
、
近
在
山
方
よ
り
材
木
多
く
買
出
し
、
疑
敷
候
間
、
當
二
月 

□
廿
六
日
被
召
捕
、
一
ト
通
取
調
候
処
、
野
州
無
宿
入
墨
富 

蔵
と
申
合
、
去
々
卯
年
三
月
夜
中
、
御
城
内
へ
忍
入
、
御
金 

蔵
に
有
之
金
弐
千
両
盗
取
、
配
分
の
上
、
富
蔵
義
は
、
加
州
表 

へ
罷
越
候
旨
申
立
候
に
付
、
内
密
取
調
候
処
、
右
近
町
の
者
に
は 

右
の
者
、
兼
て
近
所
に
て
も
不
審
に
存
居
候
者
の
由
、
御
紋
付
抔 

着
用
罷
在
候
て
、
三
州
出
に
て
先
祖
従 

東
照
宮
拝
領
の
品
に
候
抔
申
居
候
旨
、
右
元
は
加
州
に
罷
在
候 

富
蔵
に
て
、
藤
十
郎
義
は
、
田
安
殿
奉
公
中
も
貧
窮
故
、
夜 

分
は
内
々
夜
商
い
た
し
罷
在
候
所
、
風
と
富
蔵
に
出
合
、
同
人 

申
候
は
、
我
申
に
随
ひ
候
得
ば
、
一
生
安
楽
に
暮
候
手
段
有
之 

候
間
、
一
同
に
相
成
可
申
旨
相
答
候
所
、
富
蔵
申
候
は
、
此
事
一 

度
口
外
致
候
上
は
、
承
伏
不
致
候
は
ゞ
、
直
に
可
及
殺
害
と
申 

聞
候
間
、
同
意
申
度
と
相
答
候
所
、
左
候
は
ゞ
、
先
年 

御
本
丸
炎
上
の
節
よ
り
、
度
々
御
城
内
へ
出
入
致
し
、
御
金
蔵 

の
様
子
委
敷
存
居
候
間
、
貴
様
に
は
跡
に
付
参
り
、
右
金
子 

運
び
呉
候
得
ば
宜
敷
旨
申
、
合
鍵
を
拵
参
り
、
合
見
候
處
、 

合
不
申
候
に
付
、
又
立
帰
拵
直
し
参
り
、
都
合
五
度
程
忍
入 

鍵
を
明
け
、
御
金
箱
開
見
候
得
ば
、
壱
朱
計
に
付
、
幾
箱
も
開 

見
、
小
判
見
當
候
間
、
小
判
を
銘
々
着
居
候
襦
袢
に
包
、
北
拮
橋 

よ
り
持
出
、
其
砌
、
公
儀
よ
り
小
判
に
て
五
両
以
上
遣
候
者
有 

之
候
は
訴
出
候
様
、
國
々
へ
御
觸
有
之
、
然
る
所
、
此
義
富
蔵
、
加 

州
表
に
て
船
を
拵
候
て
、
小
判
計
三
百
両
差
出
候
に
付
、
直
に
召
捕 

候
所
、
前
条
及
白
状
候
に
付
、
飛
脚
到
来
、
上
槙
町
籐
十
郎 

も
被
召
捕
候
趣
に
御
座
候 

 
 

 
 

巳
三
月 

  

・
上
槇
町 



 

 

19 
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上
槙
町
清
兵
衛
店 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

藤
岡
藤
十
郎
妻 

 
 

 
 

先
妻
離
縁
致
、
當
時
此
者 

 
 

 

な
み 

 
 

十
九
歳 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

同
人
倅 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

戸
三
郎 

 

十
五
歳 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

右
な
み
母 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

里
よ 

 

五
十
九
才 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

堀
之
内
村
百
姓 

 
 

 

此
者
一
両
日
逗
留 

 
 

 
 

 

八
郎
右
衛
門
娘 

い
た
し
居
り
候
者
ゆ
へ 

 
 

 
 

 

あ
い 

 
 

 

ゆ
る
し 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

四
ッ
谷
塩
町
三
丁
目 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

伊
兵
衛
店 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

勝
次
郎
事 

 

一
郎
左
衛
門 

此
も
の
、
飯
田
町
に
て
搗
米
屋
致
居
、
父
一
郎
左
衛
門
病
死
後
、
父 

名
前
に
て
罷
在
候
、
籐
十
郎
妻
な
み
の
兄
に
て
御
座
候
、
其
後
転
宅 

致
し
、
材
木
買
出
し
方
致
し
候
も
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

右
一
郎
左
衛
門
妻 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

と
み 

此
者
材
木
買
出
し
等
に
藤
十
郎
手
元
に
相
成
候
所
へ
参
り
候
も
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

元
飯
田
町 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

甚
兵
衛
店 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

梅
吉 

右
同
断 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

市
谷
本
村
代
地 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

源
兵
衛
店 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

大
工 

 

為
吉 

右
の
も
の
堀
之
内
辺
材
木
取
寄
候
手
續
の
も
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

本
町
壱
丁
め 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

伊
兵
衛
店 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

丈
助 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

同
人
弟 

半
次
郎 

 

此
者
両
人
、
籐
十
郎
金
子
弐
百
両
借
受
、
煙
草
屋
店
差
出 

右
の
縁
に
て
藤
十
郎
地
請
仕
候
も
の
、
右
籐
十
郎
所
持
金 

・
上
槇
町 
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小
判
八
十
両
取
隠
し
候
も
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

上
槙
町
家
主 

 
 

 

亀
次
郎 

此
者
義
、
小
判
百
両
取
隠
し
候
者 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

四
ツ
谷
伊
賀
町 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

瀧
蔵
店 

 
 

 

勝
次
郎 

此
も
の
義
、
籐
十
郎
下
男
の
故
、
妻
な
み
妹
に
密
通
し
、
右 

の
節
、
當
住
居
に
居
合
候
も
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

入
墨
富
蔵
妻 

 

名
不
知 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

早
稲
田
町 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

定
番
人 
平
吉 

此
も
の
義
は
富
蔵
妻
姉
婿
に
御
座
候 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

牛
込
長
源
寺
門
前 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

家
主 

多
吉 

此
も
の
義
は
、
富
蔵
二
八
組
木
戸
番
に
相
成
候
節
、
口
入
の
者 

                    

・
上
槇
町 
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江
戸
城
金
蔵
破
り 

 

解
説 

 江
戸
城
本
丸
に
は
金
蔵
が
二
つ
あ
っ
た
。
天
守
閣
近
く
の
奥
金
蔵
と
蓮
池
門
近
く
の
「
蓮
池
御
金

蔵
」
で
あ
る
。
奥
金
蔵
は
、
日
常
の
金
の
出
し
入
れ
に
使
う
の
で
は
な
く
、
非
常
用
と
し
て
約
五
十

万
両
が
保
管
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。 

一
組
二
十
人
の
金
蔵
同
心
が
交
替
で
昼
夜
警
備
し
て
い
た
。 

 
 

一
方
、
蓮
池
金
蔵
は
金
奉
行
が
管
理
し
、
日
常
の
金
銀
の
出
し
入
れ
を
す
る
金
庫
と
し
て
、
年
間

二
百
万
両
の
出
入
が
あ
っ
た
と
い
う
。 

 
 

 江
戸
城
本
丸
自
体
が
堅
牢
な
要
塞
で
あ
っ
た
上
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
金
蔵
に
は
警
衛
が
い
て
、
警
備

は
万
全
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
こ
れ
ら
の
金
蔵
に
も
何
回
か
の
盗
難
事
件
が
あ
っ
た
。 

 

今
回
取
上
げ
る
の
は
、
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
に
起
き
た
蓮
池
金
蔵
盗
賊
一
件
と
、
安
政
四
年

（
一
八
五
七
）
の
奥
金
蔵
破
り
事
件
（
安
政
雑
記
）
で
あ
る
。 

 

 

史
料
Ａ
１
に
よ
れ
ば
、
蓮
池
金
蔵
破
り
事
件
の
概
要
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 

事
件
は
、
天
保
六
年
に
起
き
た
。 

三
月
二
十
六
日
夕
方
は
大
雨
だ
っ
た
。
そ
の
夜
の
内
に
、
蓮

池
御
金
蔵
の
二
番
御
蔵
の
壁
に
穴
が
明
け
ら
れ
、
何
者
か
が
金
蔵
に
忍
び
入
っ
た
事
が
分
か
っ
た
。 

 

御
蔵
は
、
縦
横
の
竹
を
組
ん
だ
上
に
土
を
塗
り
込
ん
だ
土
壁
だ
っ
た
が
、
こ
の
一
ヶ
所
の
壁
が
、

縦
九
寸
（
二
十
七
セ
ン
チ
）、
横
一
尺
三
寸
八
分
（
約
五
十
セ
ン
チ
）
程
の
穴
が
見
事
な
手
口
で
切

り
開
か
れ
て
い
た
。 

金
蔵
の
中
を
調
べ
た
所
、
一
朱
金
に
て
二
百
五
十
両
を
盗
ま
れ
た
事
が
わ
か
っ
た
。
一
朱
は
一
両

の
十
六
分
の
一
な
の
で
四
千
枚
、
文
政
一
朱
金
の
重
量
は
一
・
三
九
グ
ラ
ム
な
の
で
正
味
五
・
五
六 

奥金蔵     勘定所     蓮池金蔵 
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キ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。 

       

賊
は
塀
を
越
え
、
綱
を
使
っ
て
堀
へ
下
り
て
逃
げ
た
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
奉
行
所
は
賊
の
行
衛
を

追
う
と
共
に
、
翌
日
よ
り
市
中
の
両
替
屋
な
ど
で
一
朱
金
を
使
っ
た
者
を
取
調
べ
、
所
持
し
て
い
た

一
朱
金
を
取
上
げ
た
。 

そ
の
人
数
は
千
百
八
人
、
取
り
上
げ
た
一
朱
金
は
四
千
三
百
両
に
の
ぼ
っ

た
と
い
う
。 

 

と
こ
ろ
が
、
そ
れ
か
ら
八
日
ほ
ど
経
っ
た
四
月
四
日
朝
、
蓮
池
御
金
蔵
の
外
の
堀
に
浮
い
て
い
る

死
体
が
発
見
さ
れ
た
。 

引
上
げ
て
見
た
所
、
年
は
三
十
七
、
八
、
職
人
の
よ
う
な
髪
型
で
、
持
っ

て
い
た
下
帯
に
百
五
十
両
を
巻
き
込
み
、
他
に
手
拭
に
包
ん
だ
百
両
が
見
つ
か
っ
た
。 

合
計
二
百

五
十
両
、
被
害
金
額
と
一
致
す
る
。 

男
は
細
紐
を
使
っ
て
堀
ま
で
下
り
た
が
、
堀
を
渡
り
き
れ
ず
水
死
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
だ
。
盗
ん

だ
一
朱
金
の
重
量
は
五
・
五
キ
ロ
程
な
の
で
、
逃
げ
る
の
に
そ
れ
ほ
ど
差
支
え
る
程
で
は
な
い
。 

何

と
も
ド
ジ
な
話
で
あ
る
。 

 

奉
行
所
は
江
戸
中
の
町
々
へ
人
相
書
を
張
り
出
し
、
捜
査
し
た
が
、
五
月
に
な
っ
て
も
、
ど
こ
の

誰
か
わ
か
ら
な
い
ま
ま
、
死
骸
を
塩
漬
け
に
し
て
保
存
し
て
い
る
、
と
あ
る
。 

 

史
料
Ａ
２
に
は
、
堀
に
浮
い
て
い
た
男
が
持
っ
て
い
た
金
子
の
状
況
が
よ
り
詳
し
く
説
明
さ
れ
て

い
る
が
、
内
二
十
五
両
は
蓮
池
金
蔵
に
保
管
さ
れ
て
い
た
事
を
証
明
す
る
他
、
蓮
池
金
蔵
の
警
衛
に

あ
た
っ
て
い
た
同
心
が
処
分
さ
れ
て
い
る
事
が
書
か
れ
て
い
る
。 

犯
人
が
特
定
出
来
な
か
っ
た
た 

め
か
、
そ
の
処
罰
は
意
外
に
軽
く
「
預
け
」
だ
っ
た
。 

あ
る
い
は
そ
の
後
、
改
め
て
処
刑
さ
れ
て

い
る
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
そ
の
史
料
は
見
当
た
ら
な
い
。 

  
 

 

 

 

 

 文政一朱金 表裏 

 

1.1cmx1.1cm 

重量 1.39ｇ 

 


